
皆で決めた委員会決定です
１「事故は起こるかも知れない」と思い仕事始める
２心が通じ合い助合いの出来る会社家族をめざす
3仕事を通じて自己実現と家族の安定を目指す
１　労働災害のゼロを永遠にする
２　「健康づくり計画」を軌道に乗せる
３　現場の対応力を高める（現場責任者教育実施）
４　会社の生産性向上についての行動を起こす
５　働き方改革についての行動を起こす
６　会社の実績信用度を世に高める
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備　　　　　考

安
全
事
項

健
康
事
項

職場巡視を行う
リスクアセスメントを行う

毎月安全研修を行う
無災害記録表彰制度を立ち上げる

「健康づくり計画」を立ち上げる

平成３０年度

ストレスチェックを行う
心の相談窓口を設置する

毎月健康研修を行う
毎月社内コミュニケーション時間を設ける

家族に何も起きなかったことに感謝しよう
私の怒りが起きなかったことに感謝しよう

健康診断、ＳＣ事務、産業医事
安全管理者 安全委員会、職場巡視、安全業務 衛生推進者 同上（小規模事業場）

１０月 １１月

平成３０年度　安全衛生管理活動年間計画表

基
本
的
実
施
事
項

一般健診、特殊健診、ＳＣ実施

今年の合言葉

事故が起こらなかった今日に感謝しよう
体に不調が起きなかった今日に感謝しよう
職場で喧嘩がなかった今日に感謝しよう 人事・労務等連携担当者 事業場外支援者

人事労務担当 産業医勧告等の人事への反映 嘱託医 職場巡視、面接指導、事業者助言

安全推進員 同上（小規模事業場） メンタルヘルス担当者 メンタルヘルス計画立案評価等
作業主任者等 足場等危険作業の安全責任者 産業カウンセラー 社員からの相談対応、カウンセリング

元請下請け混在建設現場の統 衛生管理者

基
本
方
針

平成３０年１月１４日作成

安全活動推進担当者 「健康づくり計画」活動推進担当者
総括安全衛生責任者 大規模の安全衛生総括責任 産業医 健康計画総括、ＳＣ実施、面接実施
統括安全衛生責任者

目
標

通勤災害集計 左　同
年末年始交通

安全運動
年末年始交通

安全運動
通勤災害発生
儒教分析評価

次年度通勤災害
撲滅目標設定

地震対策パト 爆発・火災パト 地震対策パト 爆発・火災パト 防災BCP評価
次年度防災計

画

左　　同 左　　同
年末ボーリング

大会
ｽﾎﾟｰﾂｸﾗﾌﾞ補
助／健康図書

左　　同 年度末反省会

左　　同 左　　同 左　　同 左　　同 左　　同 左　　同

SC教育（セルフ
ケアについて）

SC教育（結果
の見方と面接）

運動効果の講
演

メンタル研修
（人間関係編）

パワハラ講座
年度末健康講

座

プライバシー以
外SC実施支援

事業主側のSC
面接勧告支援

助言・勧告の反
映検討

来年度の人事
への反映検討

配置転換、移動
等対象者のケア

新年度に向けた
人事労務管理

SC実施者として
指揮をとる

高得点者へのＳ
Ｃ面接の実施

事業主助言勧告
／人事労務連携

SC高得点者の
事後措置確認

集団分析結果の
助言

当年度評価と次
年度の改善助言

長時間労働者の
周知、面接勧誘

長時間労働者の
面接指導

事業者への助
言・勧告

事業者の実行措
置の確認

残業の下半期集
計見込と分析

残業評価と次年
度改善目標策定

有所見者への面
接指導

事業者への助
言・勧告

事業者の実行措
置の確認

病気と仕事の関
係改善助言

当年度新規有所
見者の分析評価

次年度み向けた
所見者低減措置

ＳＣ実施
ＳＣ結果の通知
及び集団分析

産業医助言等よ
り必要措置検討

高得点者の事後
措置確認（人事）

集団分析結果
の評価

集団分析結果の
次年度計画策定

病気と仕事の
関係改善対策

要治療者への
治療に向けた

左　同
有害業務対象
者へ健診通知

特殊健診実施
２次健診対象
者への受診勧

墜落防止措置
機械の包括的安
全対策教育

腰痛防止対策 安全配慮義務
作業主任者の
法律上の責任

次年度の安全
教育意見交換

エアコン・ガスコ
ンロ等点検確認

換気扇・給湯器
自主点検確認

年末年次点検 設備保守メンテ
廃棄処分品の
処分月間

次年度の補修
計画等

高所作業安全
マニュアル

機械運転安全
作業マニュアル

腰痛防止対策
高齢者転倒防止
対策マニュアル

ﾘｽｸｱｾｽﾒﾝﾄ作
業ﾏﾆｭｱﾙ更新

次年度の作業
ﾏﾆｭｱﾙ作成計

高所作業 機械運転作業
重量物取扱作

業
転倒災害

リスクアセスメ
ントの評価

次年度リスクア
セスメント計画

社内衛生大会／
安衛講話・表彰

ー ー ー ー
次年度の安全衛
生行事計画作成

無災害記録表彰
（安全衛生大会）

月次集計 左　同 左　同
年度末災害発生
状況分析評価

次年度の無災害
記録目標設定

労働安全衛生大
会（全国・協会）

ー
年末年始無災

害運動
年末年始無災

害運動
ー ー

計画見直し 計画実行 計画実行 計画実行 システム監査 監査総括

安全パト⑦ 安全パト⑧ 安全パト⑨ 安全パト⑩ 安全パト⑪ 安全パト⑫

１２月 ３１年／１月 ２月 ３月

福利厚生担当 巡回健診車社内レジャー、健康増進ＰＲ等

爆発・火災パト
救命／AED講
習（消防署）

防災訓練の日
（９月１日）

産業医と相談
結果のチーム

一般健診の実
施指揮

上半期残業結
果を報告

快適職場研修
AED講習会（消

防署）
栄養学講演

左　同 左　同
残業の上半期集
計分析結果

非対象者の理由
とフォロー確認

事業主連携、実
施者との連携

実施者なら計画
の最終確認

SC実施契約/産
業医or民間機関

プライバシー保
護機能確認

左　同 左　同
秋の交通安全
週間（県警講

左　　同 左　　同 左　　同

左　　同
夏のバーベ
キュー大会

ｽﾎﾟｰﾂｸﾗﾌﾞ補
助／健康図書

SC実施の周知
と事務作業準

週末心の相談日
一般定期健康診

断の実施
有所見者の２次

健康診断

労災事故対応 夏場の電気安全
建物解体（石
綿）教育

社員全員へ受
診の通知

一般・特殊健診
２次健診対象
者への受診勧

爆発・火災パト 地震対策パト

通勤災害集計 左　同

安全パト④ 安全パト⑤

左　同 左　同

熱中症研修
メンタル研修
（心の健康編）

左　　同 左　　同

ｽﾎﾟｰﾂｸﾗﾌﾞ補
助／健康図書

左　　同

ライン別残業時
間改革案の提案

残業モニタリング

当年度のＳＣ実
施計画審査

対象者／非対象
者リストの確認

社内安全大会／
安全講話・表彰

ー

塗装業務 熱中症

計画実行 計画実行

車両系建設機械
の特定自主検査

左　同

元請責任教育 店長安全教育

ー KYT

７月 ８月 ９月

左　同

社内衛生週間大
会準備期間

解体業務

安全パト⑥

計画実行

労働安全大会 盆休み
衛生週間準備期
間（地区協会）

塗装作業の安
全マニュアル

熱中症防止の
安全作業ﾏﾆｭｱ

石綿解体作業の
安全マニュアル

保護マスク等
用具の点検

アーク溶接機、
グラインダ等機
器

保護マスク等
用具の点検

社用/自家用車
法定点検確認

安全衛生委員
会出席

過重労働対策

隔週金曜日午
後

年度始懇親会

地震対策パト

指差し呼称

室内造作

安全パト② 安全パト③

年間計画作成 計画実行

連休
安全週間準備
期間（地区協

産業医と相談
結果のチーム

産業医と相談
結果のチーム

２次健診対象
者への受診勧

病気と仕事の
関係改善対策

当年度のＳＣ実
施計画を発表

受診対象者／
非対象者の選

週末心の相談日 週末心の相談日

梯子の作業安
全マニュアル

足場組立解体作
業安全ﾏﾆｭｱﾙ

その他（防災、交通安全等）

防災訓練（地震対策）

交通安全計画

３０年／４月

安全パト①

監査結果報告

人事・総務等（スタッフ）

産業医意見の処理

労働衛生教育

カウンセリング窓口

福利厚生・健康増進

産業医業務及び面接指導

有所見者対象

長時間労働者

ストレスチェック

各種安全運動

安全作業マニュアルの整備

設備機械の定期自主検査

「心の健康づくり計画」/衛生計

一般・特殊健康診断実施

「ストレスチェック」の実施

安全・衛生週間／大会

共通項目 安全項目

何も起こらない今日がうれしい

週間中の社内行事

無災害記録運動

安全衛生管理計画表

設備リスクアセスメント実施

安全衛生教育（雇入時等）

心の健康づくり計画
年間健康安全計画表策定検討

安全衛生委員会

マネジメントシステム運用

安全衛生職場巡視

安全衛生週間／大会・行事

５月 ６月

◎有休消化月

無災害記録、
災害発生状況

月次集計

安衛大会／場
所、講師、標語

安全大会社内
準備期間

梯子の危険

雇入時安全教
育

県警の交通事故防止運動に協力
する。自社の通勤災害把握する。

地震パトは月例安全パトで行
う。国の防災訓練に合わせる。

◎夏休み取得促進期間（７～９月） ◎年末年始休暇促進（1,2月）
Check ActionPlan Do

有所見者の私病と業務関連病との
区別を認識して対処すること

産業医が面接指導は、業主と人
事・労務担当との連携が最重要課
題となる。

産業医から受けた助言・勧告と人
事・労務の立場の調整が重要

産業カウンセラー又は労働衛生
コンサルタント等を充てる。
市の勤労福祉施設（スポーツク
ラブ）の利用補助

春の交通安全
週間／通災防

雇入時健診

対前年度の職場
改善計画案確定

新体制下での健
診ファイル整理

当年度の「働き
方改革」案確定

SC実施に係る産
業医の役割確認

ー

無災害記録ス
タート
社内大会のス
ケジュール計

脚立の危険

脚立の作業安
全マニュアル

㈱〇〇建設工業健康項目

テーマは時節や社会情勢にあっ
たテーマに対応してもよい。

特殊健診後の新たな有所見者
には特に注意する必要あること

残業の多い者への面接指導は人
事とのタイミング調整が重要

スタッフが主導し、ラインが実施

日常・月次・年次等定期に行う。

非定期に実施してもよい。

厚生労働省指針に基づく
毎月、安全と衛生を行う。
安全パトと衛生パトはひとつの
もの

運用は人事・労務が主導

業界・協会主導に協力して実施

業界・協会主導に協力して実施

人事・労務又は安全が主導す
る。

全体をPDCAのMSで管理する。

月１回ずつ計画的に行う。

毎年計画的に実施していく。

セルフケアの課題と集団分析結
果の職場改善の課題があること


